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映画分類基準の重点８項目 
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映倫は個々の作品の審査に際して、主として下記の 8 項目を審査上の重点項目とし、その取り扱い

方によって作品に最もふさわしい区分に分類する。 
 
１．主題と題材 
  映画全体の主題又は個々の場面で描かれる題材は、その内容の問題性に応じていずれかの区分に分

類する。 
  例： 近親相姦、快楽殺人、カンニバリズム、児童性愛、性的倒錯、死体愛嗜などの生命・人権の

尊重に反する著しく反倫理的、反社会的な主題。 
凶悪犯罪、いじめ、自殺、安楽死、家庭内暴力、児童虐待、薬物中毒、また人種、宗教、職業や男

女の性差、社会的役割に対する偏見や差別などの実社会の現実的な問題は、正当な理由があるか否か

も判断材料とする。 
 

２．言語表現 
  ある言葉が特定の観客やグループの人々をどの程度不快にしたり傷つけたりするかは、年齢、教育、

経験、思想、信条、宗教、職業や人種などによって異なる。また年少者には聞かせたくない言葉もあ

る。重要なことは、言語それ自体が持つ歴史的な意味合いと使い方、適切さにある。 
  対象： 台詞、字幕、ナレーション、テロップ、パネル画面上の文字、歌詞など。 
  例： 差別的な用語、性的用語、侮辱語、冒涜語。これらの用語とその使い方や、ストーリー展開

上の必然性も判断材料とする。 
 
３．性表現 
  対象： 直接的または擬似による刺激的性行為。 

体位や露出度、併用される性的用語やエクスタシー表現、時代、状況や人物の設定などを併せて判

断する。愛情に基づく成人間の簡潔な性愛表現は G 区分から容認できるが、合意を欠き、暴力や脅迫

による性的暴力及び著しい性的倒錯の描写は、制限区分であっても慎重な抑制を求め、正当な理由の

有無を問う。ここでいう性的行為とは、擬似により自他器物による性感帯、性器の接触、挿入を連想

させる演技を指す。現実の性行為の描写は特に厳格に審査する。Ｒ１８＋の基準を超えるポルノグラ

フィーは審査対象としない。 
  未成年者、性的少数者など社会的弱者に係る性描写、痴漢、売買春、援助交際ほか性犯罪の描写は

実社会での模倣や誘発の可能性を考慮する。      
写真、絵画、彫刻、ＣＧ、アニメーション、モニター画像及び性器具による性器、性行為の描写は、

その色彩、形状、精巧さと描き方による。 



 - 2 -

４．ヌード表現 
  ヌードの許容度は露出度・姿態・動作や、時代・場所・役柄・年齢の設定のほか、単体か他人の面

前か、更には性、暴力、麻薬や犯罪などに係るかなどで異なる。 
  私的な空間での着脱衣、入浴、絵画・彫刻のモデル、人気のない山海などにおける、大人の自然な

ヌードは受け入れ易いが、性器・ヘアなどを誇示する動作や姿態、及び大写し、長廻しによる強調は

受け入れにくい。全裸の正面撮りは刺激が強く、制限区分とする。 
  性行為、排泄、生理、堕胎、暴力などに係る性器・ヘアなどの描写はしない。撮影時に満１８歳未

満者による刺激的な性行為と性的ヌードも同様である。写真、絵画、イラスト、アニメーション、モ

ニター画像、解剖、手術、死体の場合は取り扱い方による。 
 
５．暴力・残酷表現 
  暴力描写には、個人に対する暴力から集団的な抗争や戦争まで、身体的な危害も精神的な攻撃もあ

り、また偶然の事故や喧嘩から無差別連続殺人まで、動物や架空のモンスターとの格闘など様々ある。

何よりも、生命の尊重と暴力否定の精神が肝要である。被害者への無関心、攻撃的な態度を助長する

傾向、とりわけ犠牲者の苦痛・屈辱を快楽とするサディスティックな残酷さに対しては、より年齢層

の高い区分になるか、あるいは描写はしない。性、裸体、麻薬との加重表現も同様である。 
  未成年者が凶悪な暴力の犠牲者又は加害者となる設定、現実に模倣を誘う危険な行為、日常的な問

題解決の手段としての暴力の強調や非武装無抵抗な人々の惨殺などの描写はしない。リアリズムの度

合い、流血の量も要点で、出血飛散を伴う頭部・心臓への攻撃、肢体切断、臓器摘出などは制限区分

とする。観客の心理的余裕を奪う程に詳細でリアルな描写、残忍な快楽殺人の描写はしない。 
 
６．恐怖・脅威 
  ホラー、サスペンスやスリラーは年少者も好むが、問題は恐怖が素直には楽しめなくなるときに起

こる。年少者にとっては、作り話であっても心理的な余裕、安心感が必要である。 
  スラッシャー、スプラッター、殺人ゲームや連続殺人事件などで、刺激の強い殺傷、惨殺死体、苦

悶、性・裸体描写などが混入すると制限区分に分類する。猟奇的な殺人鬼、カンニバリズム、カルト

集団による鮮血の祝祭や悪魔の儀式における肉体切断、臓器摘出といった残忍な描写ともなると、制

限区分であっても慎重な表現が求められる。 
 
７．麻薬・薬物 
  麻薬類、薬物、毒物、劇薬、脱法ドラッグなどの、非合法な使用及び不正な医療行為を審査対象と

する。麻薬汚染と毒物犯罪も深刻な社会問題であり、映画であっても麻薬乱用否定の精神が重要であ

る。非合法な製造、販売、服用の手順や、薬品名、致死量などを、周知の事実を超えて詳細に教示す

る描写や、作品全体として乱用を賛美し助長する表現はしない。 
  未成年者による薬物の乱用、陶酔感や幻覚症状の描写、また暴力や性、ヌードなどとの加重表現は、

より高い年齢制限区分となる。 
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８．犯罪と非行 
  犯罪者や犯罪行動を描く映画の中には、ときとして社会問題化する作品もある。作品全体として犯

罪を賛美、肯定してはならず、実社会での模倣を助長、誘発しないよう倫理的な配慮を要する。犯行

の手口は、周知の事実を超えて実行可能な程に詳細に教示してはならない。 
  未成年者の飲酒・喫煙、万引き・ひったくり、未成年者が凶悪残忍な犯罪の被害者または加害者と

なる設定、日常的に容易に入手可能な器物や武器の兇器としての使用、また性、暴力、麻薬ほかとの

加重表現などは、取り扱い方に応じて分類する。 
 
以上、年齢層に応じた４区分の、おおよその範囲と方向性、各区分にみられる代表的な様態を指針

として示した。 
分類基準の解釈と運用は映倫にあり、ここに明記されていない事項は、その精神に準じて判断する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


